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（8）平成 30年 1月 第 53号迦 陵 園 だ よ り

～父性的関わりと母性的関わり①～
心理療法士　横山　隆行

　明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。さて、今回は父性的関わりと
母性的関わりというテーマでお話したいと思います。どうしてこのテーマにするかというと、この
父性と母性という概念がセラピーやケアワーク、ひいては子育てそのものにとって非常に重要な概
念だからです。
　まずは、父性と母性とは何かということから始めましょう。最初に確認しないといけないことは、
父性とは男性だけが持つものではありませんし、母性も女性だけが持つものではありません。男性
にも母性的要素がありますし、女性にも父性的要素があります。父性と母性は他者に対する態度の
性質だといえますが、とても曖昧で抽象的な概念なので、ここでは日本の臨床心理学の発展に尽力
した故河合隼雄先生の言葉を借りることにしましょう。
　河合は父性を「切断する機能」、母性を「包み込む機能」として定義しました。母性の包み込む機
能とは、共感的に子どもの不安や恐怖を受け止めることであり、母親が乳児を抱っこしているよう
なイメージです。一方、父性の切断する機能とは、蜜月な母子関係を切断する機能だと河合は言い
ます。父性は母子一体の関係性を切断して、子どもが社会に出ていくことを促すと指摘しています。
　精神分析の世界ではどうなのでしょうか。対象関係論ではビオンのコンテイニングモデルが共有
されています。ビオンのいうコンテイニングとは、母親が乳児の不安や恐怖を受け取って解毒し、
無毒化したものを乳児に返していくという円環的なモデルであり、母性的関わりに特化しているよ
うに思えます。しかし、ビオンはコンテイニングを♂ / ♀という記号で表しました。これはどうい
う意図かというと、包み込まれるもの（コンテインド）が♂であり、包み込むもの（コンテイナー）
が♀なので、コンテイニングとは子どもが生まれるという男女の創造的な営みを想定しています。
つまり、不安な気持ちを受け止めること、受け止められることを通して両者の間で創造的で新しい
もの、『考え』という子どもが生まれるという意味を含んでいるのです。よって、ビオンのコンテイ
ニングモデルは、そもそも父性と母性という二つの観点で分けたものではなく、父性と母性が統合
された概念として描かれていることに気付かされます。
　それはセラピーにおいても同じで、父性的要素と母性的要素の両方があります。セラピーにおけ
る父性的要素は、決まった時間に始まり決められた時間に終わるというような治療構造が代表的な
ものになるでしょう。時間に関する治療構造はかなり堅実に守られ、遅れてきても延長はしません
し、子どもの遊びが途中であっても数分以内に終了することを求めます。その他の父性的な側面と
しては、セラピストに対する攻撃や物の破壊などは体を張って止めたり、時間内に退室しようとす
る子どもを阻止する場合もあります。一方、母性的要素は、やはりセラピーの中での共感的コミュ
ニケ―ションであり、いかに子どもの気持ちを受け止めるかという私たちセラピストの本分といえ
る部分でしょう。しかし、実はこのセラピーの中でのコミュニケーションにおいても、子どもの状
態に応じて父性的態度と母性的態度を調節して関わっています。例えば、あれをして欲しい、こう
して欲しいという要求をされるとき、どの程度応じるのかは子どもの状態によって変わってきます。
比較的健康な子どもの場合はどうしてそのような要求をするのか一緒に考えるようにもっていきま
すが、深刻な子どもの場合には要求に応えてもらえないこと自体を拒絶されたと感じてしまうので、
当面はできるだけ要求に応えるようにします。それは私たちのコミュニケーションは相互的であり、
送り手がいくら母性的関わりをしていると思っていても、受け取り手がそうは思っていないという
状況がありえるので、相手の受け取り方を考慮して態度を調節するのです。この技術は簡単に習得
できるものではなく、子どもの状態をきちんとアセスメントしないといけないのでスーパーバイズ
を通して習得されていく技術だと私は思います。
　このように、セラピーとは子どもによってその配分は異なりますが父性と母性が統合された関わ
りによって心の成長を目指す試みであり、それは人類にとって普遍の子育てという営みそのものな
のです。
　次回はケアワーカーの視点に立って父性的関わりと母性的関わりについて検討してみます。

児童養護施設におけるセラピストの仕事の実際　第 12回
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